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(57)【要約】
　本発明は、概して、ハイライト用インク配合物及び該配合物を含有する筆記具に関する
ものである。本発明は、溶媒系と、該溶媒系に分散又は溶解された着色剤と、該溶媒系に
分散又は溶解されたスメア防止剤とを含むハイライト用インク配合物であって、該スメア
防止剤が１価の陽イオン及び／又は２価陽イオンを含むものを提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶媒系と、
　該溶媒系に分散又は溶解された着色剤と、
　該溶媒系に分散又は溶解された、１価の陽イオンの塩を含むスメア防止剤と
を含むハイライト用インク配合物であって、該スメア防止剤が約５重量％～約４０重量％
の範囲の量で含まれる、ハイライト用インク配合物。
【請求項２】
　前記溶媒系が水を含む、請求項１に記載のインク配合物。
【請求項３】
　前記溶媒系がプロピレングリコール、グリセリン及びそれらの組合せよりなる群から選
択される共溶媒を含む、請求項１又は２に記載のインク配合物。
【請求項４】
　前記１価の陽イオンがナトリウム、カリウム、銅（Ｉ）、リチウム及びそれらの組合せ
よりなる群から選択される、請求項１～３のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項５】
　前記塩が塩化ナトリウム、酢酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、ホウ酸ナトリウム、硝酸
ナトリウム、リン酸ナトリウム、塩化カリウム、酢酸カリウム、炭酸カリウム、ホウ酸カ
リウム、硝酸カリウム、リン酸カリウム、塩化リチウム、酢酸リチウム、炭酸リチウム、
ホウ酸リチウム、硝酸リチウム、リン酸リチウム及びそれらの組合せよりなる群から選択
される、請求項４に記載のインク配合物。
【請求項６】
　前記１価の陽イオンがリチウムである、請求項１～３のいずれかに記載のインク配合物
。
【請求項７】
　前記塩が塩化リチウムである、請求項６に記載のインク配合物。
【請求項８】
　前記着色剤が染料である、請求項１～７のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項９】
　前記染料がインク配合物中において約０．１重量％～約５重量％の範囲で含まれる、請
求項８に記載のインク配合物。
【請求項１０】
　前記着色剤が顔料分散体をさらに含む、請求項８に記載のインク配合物。
【請求項１１】
　ｐＨ調整剤、殺生物剤、保湿剤、耐光性付与剤及びそれらの組合せよりなる群から選択
される添加剤をさらに含む、請求項１～１０のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載のインク配合物を含む筆記具。
【請求項１３】
　前記筆記具が、前記インク配合物を含有する、筆記点と流体連通するインク容器を備え
るマーカーである、請求項１２に記載の筆記具。
【請求項１４】
　溶媒系と、
　該溶媒系に溶解された染料と、
　該溶媒系に分散又は溶解されたスメア防止剤と
を含むハイライト用インク配合物であって、該スメア防止剤が１価陽イオン、２価陽イオ
ン及びそれらの組合せよりなる群から選択される陽イオンを含む、ハイライト用インク配
合物。
【請求項１５】
　前記溶媒系が水を含む、請求項１４に記載のインク配合物。
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【請求項１６】
　前記陽イオンがリチウム、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、カルシウム、亜鉛、
銅（Ｉ）、銅（II）、スズ、鉄（II）及びそれらの組合せよりなる群から選択される、請
求項１４又は１５に記載のインク配合物。
【請求項１７】
　前記陽イオンが前記スメア防止剤に塩の状態で含まれる、請求項１４～１６のいずれか
に記載のインク配合物。
【請求項１８】
　前記塩が塩化リチウム、酢酸リチウム、炭酸リチウム、ホウ酸リチウム、硝酸リチウム
、リン酸リチウム、塩化ナトリウム、酢酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、ホウ酸ナトリウ
ム、硝酸ナトリウム、リン酸ナトリウム、塩化カリウム、酢酸カリウム、炭酸カリウム、
ホウ酸カリウム、硝酸カリウム、リン酸カリウム、塩化マグネシウム、酢酸マグネシウム
、炭酸マグネシウム、ホウ酸マグネシウム、硝酸マグネシウム、リン酸マグネシウム、塩
化カルシウム、酢酸カルシウム、炭酸カルシウム、ホウ酸カルシウム、硝酸カルシウム、
硝酸カルシウム、リン酸カルシウム、塩化亜鉛、酢酸亜鉛、炭酸亜鉛、 硝酸亜鉛、リン
酸亜鉛、塩化銅、酢酸銅、炭酸銅、硝酸銅、リン酸銅、塩化スズ、酢酸スズ、炭酸スズ、
硝酸スズ、リン酸スズ、塩化第一鉄、酢酸第一鉄、炭酸第一鉄、硝酸第一鉄、リン酸第一
鉄及びそれらの組合せよりなる群から選択される、請求項１７に記載のインク配合物。
【請求項１９】
　前記塩が塩化リチウムである、請求項１７に記載のインク配合物。
【請求項２０】
　前記スメア防止剤が前記インク配合物中において約１重量％～約４０重量％の範囲の量
で含まれる、請求項１４～１９のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項２１】
　前記染料が前記インク配合物中において約０．１重量％～約５重量％の範囲で含まれる
、請求項１４～２０のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項２２】
　前記着色剤が顔料分散体をさらに含む、請求項１４～２１のいずれかに記載のインク配
合物。
【請求項２３】
　請求項１４～２２のいずれかに記載のインク配合物を含む筆記具。
【請求項２４】
　溶媒系と、
　該溶媒系に溶解された染料と、
　該溶媒系に分散又は溶解されたスメア防止剤と
を含むハイライト用インク配合物であって、該スメア防止剤がリチウム陽イオンを含む、
ハイライト用インク配合物。
【請求項２５】
　前記溶媒系が水を含む、請求項２４に記載のインク配合物。
【請求項２６】
　前記溶媒系がプロピレングリコール、グリセリン及びそれらの組合せよりなる群から選
択される共溶媒を含む、請求項２４又は２５に記載のインク配合物。
【請求項２７】
　ｐＨ調整剤、殺生物剤、保湿剤、耐光性付与剤及びそれらの組合せよりなる群から選択
される添加剤をさらに含む、請求項２４～２６のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項２８】
　前記リチウム陽イオンが前記スメア防止剤に塩の状態で含まれる、請求項２４～２７の
いずれかに記載のインク配合物。
【請求項２９】
　前記塩が塩化リチウム、酢酸リチウム、炭酸リチウム、ホウ酸リチウム、硝酸リチウム
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、リン酸リチウム及びそれらの組合せよりなる群から選択される、請求項２８に記載のイ
ンク配合物。
【請求項３０】
　前記スメア防止剤が前記インク配合物中において約１重量％～約３０重量％の範囲の量
で含まれる、請求項２４～２９のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項３１】
　前記スメア防止剤が前記インク配合物中において約１２重量％～約３０重量％の範囲の
量で含まれる、請求項３０に記載のインク配合物。
【請求項３２】
　ナトリウム陽イオン及び／又はカリウム陽イオンを含む第２スメア防止剤をさらに含む
、請求項２４～３１のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項３３】
　前記ナトリウム陽イオン及び／又は前記カリウム陽イオンが前記スメア防止剤に塩の状
態で含まれる、請求項３２に記載のインク配合物。
【請求項３４】
　前記塩が塩化ナトリウム、酢酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、ホウ酸ナトリウム、硝酸
ナトリウム、リン酸ナトリウム、塩化カリウム、酢酸カリウム、炭酸カリウム、ホウ酸カ
リウム、硝酸カリウム、リン酸カリウム及びそれらの組合せよりなる群から選択される、
請求項３３に記載のインク配合物。
【請求項３５】
　前記染料が前記インク配合物中において約０．１重量％～約５重量％の範囲で含まれる
、請求項２４～３４のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項３６】
　顔料分散体をさらに含む、請求項２４～３５のいずれかに記載のインク配合物。
【請求項３７】
　請求項２４～３６のいずれかに記載のインク配合物を含む筆記具。
【請求項３８】
　前記筆記具が前記インク配合物を含有する、筆記点と流体連通した容器を備えるマーカ
ーである、請求項３７に記載の筆記具。
【請求項３９】
　予め塗布されたマーキング上に請求項１～３８のいずれかに記載されたハイライト用イ
ンク配合物を使用してマーキングすることを含む、予め塗布されたマーキングをハイライ
ト化する方法であって、該予め塗布されたマーキングが、該ハイライト用インク配合物か
ら形成されたマークによって実質的に不鮮明化していない状態を保つ、前記方法。
【請求項４０】
　予め塗布されたマーキング上に請求項１～３８のいずれかに記載されたハイライト用イ
ンク配合物を使用してマーキングすることを含む、予め塗布されたマーキングをハイライ
ト化する方法であって、該ハイライト用インク配合物マーキングが約１ｍｍ2未満の面積
を有するスメアを生じさせる、前記方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
発明の分野
　本発明は、概して、ハイライト用インク配合物及びこれを含む筆記具に関するものであ
る。特に、本発明は、少なくとも１種のスメア防止剤を有するハイライト用インク配合物
に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連技術の簡単な説明
　予め塗布されたマーキングのハイライト化は、この予め塗布されたマーキング上にハイ
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ライト化インクを塗布することによって典型的に行われている。典型的には、このハイラ
イト用インクは、使用者がこのハイライト用インクを適用し、それでもこの蛍光ハイライ
ト用インクの下にある予め塗布されたマーキングを見ることができるように半透明な性質
を有する。しかし、従来技術のハイライト用インク配合物は、予め塗布されたマーキング
を滲ませ、ぼかし又は不鮮明にし、それによって、その下にあるテキストを見づらいもの
にし及び／又は読むのを困難にする原因となり、望ましくない場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
発明の概要
　本発明のハイライト用インク配合物には、例えば、予め塗布されたマーキング上に塗布
した場合でもそのマーキングのスメア（不鮮明化）を実質的に生じさせい（少なくとも既
知のハイライト用インク配合物と比較した場合）といった、一つ以上の利点がある。すな
わち、有利には、本発明のハイライト用インク配合物は、予め塗布されたマーキングを実
質的に滲ませ、ぼかし又はそうでなければ不鮮明化させることなく、選択されたマーカー
に注意を引くことができる（少なくとも既知のハイライト用インク配合物と比較した場合
）。
【０００４】
　第１の実施形態では、本発明は、溶媒系と、該溶媒系に分散又は溶解された着色剤と、
該溶媒系に分散又は溶解されたスメア防止剤とを有するハイライト用インク配合物であっ
て、該スメア防止剤が少なくとも１種の１価陽イオンを含むものを提供する。
【０００５】
　第２の実施形態では、本発明は、溶媒系と、該溶媒系に分散又は溶解された着色剤と、
該溶媒系に分散又は溶解された、１価の陽イオンの塩を含むスメア防止剤とを含むハイラ
イト用インク配合物であって、該スメア防止剤が約５重量％～約４０重量％の範囲の量で
含まれるものを提供する。
【０００６】
　第３の実施形態では、本発明は、溶媒系と、該溶媒系に溶解された染料と、該溶媒系に
分散又は溶解されたスメア防止剤とを含むハイライト用インク配合物であって、該スメア
防止剤が１価陽イオン、２価陽イオン及びそれらの組合せよりなる群から選択される陽イ
オンを含むものを提供する。
【０００７】
　第４の実施形態では、本発明は、溶媒系と、該溶媒系に溶解された染料と、該溶媒系に
分散又は溶解されたスメア防止剤とを含むハイライト用インク配合物であって、該スメア
防止剤がリチウム陽イオンを含むものを提供する。
【０００８】
　別の実施形態では、本発明は、上記第１、第２、第３及び第４の実施形態のいずれかに
従う筆記具、例えば、ペン又はマーカーを提供する。
【０００９】
　さらに別の実施形態では、本発明は、上記本発明の第１、第２、第３及び第４の実施形
態のいずれかに従うハイライト用インク配合物を、予め塗布されたマーキング上に塗布す
ることを含む、該予め塗布されたマーキングを実質的に滲ませ、ぼかし又はそうでなけれ
ば不鮮明化することなく（少なくとも既知のハイライト用インク配合物と比較した場合）
ハイライト化させる方法を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１Ａ】図１Ａは、本発明のインク配合物及び市販のインク配合物を使用して、予め塗
布されたインクマーキングをハイライト化した場合に、これらの配合物によって生じたス
メアの比較を示す画像である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、図１Ａのスメア比較の分離されたスメアを示す画像である。
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【図１Ｃ】図１Ｃは、図１Ａのスメア比較のスメア領域を示すデータのグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
発明の詳細な説明
　本発明のハイライト用インク配合物には、例えば、予め塗布されたマーキング上に塗布
したときに、該マーキングのスメア化を実質的に生じさせない （少なくとも既知のハイ
ライト用インク配合物と比較した場合）といった１以上の利点がある。すなわち、本発明
のハイライト用インク配合物は、予め塗布されたマーキング上に、該マーキングを実質的
に滲ませ、ぼかし又は不鮮明化させることなく（少なくとも既知のハイライト用インク配
合物と比較した場合）塗布できる。有利には、本発明のハイライト用インク配合物は、予
め塗布された、選択されたマーキングに対してよく注意を引くことができる。というのは
、使用者の視覚 （ここではハイライト化されたマーキングの）は、予め塗布されたマー
キングのスメア、滲み又は不鮮明化には実質的に影響を受けないからである（少なくとも
既知のハイライト用インク配合物と比較した場合）。ここで開示する実施形態のいずれか
において、ハイライト用インク配合物は、ペン又はマーカーなどの筆記具に取り入れるこ
とができる。
【００１２】
　本発明のハイライト用インク配合物は、溶媒系に分散又は溶解された少なくとも１種の
スメア防止剤及び着色剤を含む。スメア防止剤は、１価陽イオン、２価陽イオン又はそれ
らの混合物を含むことができる。本発明の一形態では、インク配合物は、本発明の一形態
では１価の陽イオン又は１価の陽イオンの組合せを有するスメア防止剤を含む。本発明の
別の態様では、インク配合物は、２価陽イオン又は２価陽イオンの組合せを有するスメア
防止剤を含む。本発明のさらに別の態様では、インク配合物は、１種以上の１価陽イオン
と１種以上の２価陽イオンとの組合せを有するスメア防止剤を含む。
【００１３】
　図１Ａ～１Ｃを参照すると、予め書かれた又は塗布されたマーキングは、本発明のイン
ク配合物を使用して、このインク配合物を上記予め塗布されたマーキング上に塗布するこ
とによってハイライト化できる。図１Ａ～１Ｃに示されるように、本発明のハイライト用
インク配合物は、予め塗布されたマーキングのスメア、滲み又は不鮮明化 （特に既知の
ハイライト用インク配合物と比較した場合）をほとんど又は全く生じさせない。例えば、
本発明のインク配合物によって生じるスメアは、約１ｍｍ2未満、約０．９ｍｍ2未満、約
０．８ｍｍ2未満、約０．７ｍｍ2未満、約０．６ｍｍ2未満、約０．５ｍｍ2未満、約０．
４ｍｍ2未満、約０．３ｍｍ2未満、約０．２ｍｍ2未満又は約０．１ｍｍ2未満の面積を有
することができる。例えば、スメア防止剤として塩化リチウムを含む本発明のインク配合
物は、約０．３ｍｍ2未満のスメアを生じる場合がある。図１Ａ～１Ｃ及び以下の例２１
における表のデータに示されるように、市販のハイライト用インク配合物は、約２．６ｍ
ｍ2の平均スメア面積という有意に大きいスメアを生じる。
【００１４】
スメア防止剤
　インク配合物に含まれるスメア防止剤は、１価陽イオン、２価陽イオン及びそれらの組
合せよりなる群から選択される陽イオンを含む。例えば、スメア防止剤は、１種以上の１
価陽イオン、１種以上の２価陽イオン又は１価陽イオンと２価陽イオンとの組合せを含む
ことができる。好適な１価陽イオンの例としては、ナトリウム、リチウム、カリウム、銅
（Ｉ）、銀（Ｉ）、金（Ｉ）及びそれらの組合せが挙げられる。好適な２価陽イオンの例
としては、マグネシウム、カルシウム、銅（II）、亜鉛、鉄（II）、スズ（II）及びそれ
らの組合せが挙げられる。１価陽イオン又は２価陽イオンは、例えば、塩の状態で与える
ことができる。対イオンとして使用される陰イオンは、例えば、塩化物、窒化物、硫酸、
酢酸、クエン酸、プロピオン酸、ホウ酸及びリン酸とすることができる。１価陽イオンの
好適な塩の例としては、塩化リチウム、酢酸リチウム、炭酸リチウム、ホウ酸リチウム、
硝酸リチウム、リン酸リチウム、塩化ナトリウム、酢酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、ホ
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ウ酸ナトリウム、硝酸ナトリウム、リン酸ナトリウム、酢酸カリウム、塩化カリウム、炭
酸カリウム、ホウ酸カリウム、リン酸カリウム、硝酸カリウム、塩化銅（Ｉ）、窒化銅（
Ｉ）、硫酸銅（Ｉ）、酢酸銅（Ｉ）、クエン酸銅（Ｉ）、プロピオン酸銅（Ｉ）、ホウ酸
銅（Ｉ）、硫酸銅（Ｉ）、塩化銀（Ｉ）、窒化銀（Ｉ）、硫酸銀（Ｉ）、酢酸銀（Ｉ）、
クエン酸銀（Ｉ）、プロピオン酸銀（Ｉ）、ホウ酸銀（Ｉ）、リン酸銀（Ｉ）、塩化金（
Ｉ）、窒化金（Ｉ）、硫酸金（Ｉ）、酢酸金（Ｉ）、クエン酸金（Ｉ）、プロピオン酸金
（Ｉ）、ホウ酸金（Ｉ）及びリン酸金（Ｉ）が挙げられるが、これらに限定されない。２
価陽イオンの好適な塩の例としては、塩化マグネシウム、酢酸マグネシウム、炭酸マグネ
シウム、ホウ酸マグネシウム、硝酸マグネシウム、リン酸マグネシウム、塩化カルシウム
、酢酸カルシウム、炭酸カルシウム、ホウ酸カルシウム、硝酸カルシウム、硝酸カルシウ
ム、リン酸カルシウム、塩化亜鉛、酢酸亜鉛、炭酸亜鉛、硝酸亜鉛、リン酸亜鉛、塩化銅
（II）、酢酸銅（II）、炭酸銅（II）、硝酸銅（II）、リン酸銅（II）、塩化スズ（II）
、酢酸スズ（II）、炭酸スズ（II）、硝酸スズ（II）、リン酸スズ（II）、塩化第一鉄、
酢酸第一鉄、炭酸第一鉄、硝酸第一鉄、リン酸第一鉄及びそれらの組合せが挙げられるが
、これらに限定されない。スメア防止剤としては、１価陽イオン及び／又は２価陽イオン
を有する化合物の組合せを挙げることができる。例えば、スメア防止剤としては、例えば
、塩化リチウム及び酢酸ナトリウムの形態のリチウム及びナトリウムを挙げることができ
る。１価陽イオン及び／又は２価陽イオンの他の組合せもスメア防止剤を与えるために挙
げることができる。 
【００１５】
　スメア防止剤は、１種以上の１価陽イオン、１種以上の２価陽イオン又は１価陽イオン
と２価陽イオンとの組合せを有する化合物として与えられるかどうかを問わず、インク配
合物の総重量を基準にして約１重量パーセント（重量％）～約４０重量％、約５重量％～
約４０重量％、約５重量％～約３０重量％、約１０重量％～約２５重量％又は約１５重量
％～約２０重量％の範囲でインク配合物に含まれることができる。スメア防止剤の具体的
な量としては、例えば、インク配合物の総重量を基準にして約１、２、３、４、５、６、
７、８、９、１０、１１、１２　、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、
２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３
４、３５、３６、３７、３８、３９及び４０重量％が挙げられる。一般に、スメア防止剤
は、スメア防止剤のインク配合物への溶解限界まで含むことができる。
【００１６】
　スメア防止剤ＬｉＣｌを１０重量％よりも多く含むと、インク配合物のキャップオフ時
間を劇的に延長することができる。ここで使用するときに、「キャップオフ時間」とは、
インク配合物を含む筆記具が連続線を生じさせることのできた最後の時間間隔をいう。例
えば、スメア防止剤ＬｉＣｌを約１２重量％～約３０重量％、約１４重量％～約２５重量
％及び／又は約１５重量％～約２０重量％含むと、インク配合物のキャップオフ時間を劇
的に延長することができる。キャップオフ時間を延長させるためのスメア防止剤の他の好
適な量としては、約１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２
２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９又は３０重量％が挙げられる。一実施形
態では、約１５重量％ＬｉＣｌを含有するインク配合物について、９０時間を超えるキャ
ップオフ時間が達成できる。約１５重量％ＬｉＣｌで達成されたキャップオフ時間の上記
改善は、驚くべきかつ予想外の改善を伴う。
【００１７】
　上記のように、スメア防止剤は、１価陽イオン及び／又は２価陽イオンの組合せを含む
ことができる。例えば、第１及び第２陽イオンを含む第１及び第２スメア防止剤は、イン
ク配合物中に、該インク配合物中におけるスメア防止剤の総量がインク配合物の総重量を
基準にして約４０重量％以下となるように含まれることができる。
【００１８】
溶媒系
　スメア防止剤は、１種以上の溶媒を含む溶媒系に分散又は溶解できる。典型的には、ス
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メア防止剤は、溶媒系に溶解される。有機溶媒系を使用することができるが、インク配合
物は、典型的には水性であるため、溶媒系の主成分として水（好ましくは脱イオン水）を
含む。水は、インク配合物中において、インク配合物の総重量を基準にして約１０重量％
～約９０重量％、約２０重量％～約８０重量％、約３０重量％～約７０重量％、約４０重
量％～約６０重量％及び約４０重量％～約９０重量％の範囲で含まれることができる。溶
媒系の具体的な量としては、インク配合物の総重量を基準にして約１０、１５、２０、２
５、３０、３５、４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５、８０、８５及び９
０重量％を挙げることができる。
【００１９】
　インク配合物溶媒系は、他の共溶媒、例えば、水溶性溶媒をさらに含むことができる。
好適な共溶媒の例としては、グリセリン、プロピレングリコール、エチレングリコール、
ジグリセリン、トリグリセリン、ジグリコール、ジプロピレングリコール、ブチレングリ
コール、ヘキシレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール及びそ
れらの組合せが挙げられる。他の好適なグリコールとしては、例えば、（ａ）例えば、エ
チレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレ
ングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノフェニルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレ
ングリコールモノイソプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、ジ
エチレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチ
レングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、プロピレン
グリコールモノメチルエーテルなどのグリコールエーテル;（ｂ）例えば、エチレングリ
コールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテー
ト、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノフェニ
ルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレ
ングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテル
アセテート、ジエチレングリコールモノフェニルエーテルアセテート、ジエチレングリコ
ールモノイソプロピルエーテルアセテート、エチレングリコールジメチルエーテルアセテ
ート、エチレングリコールジエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールジメチル
エーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートなどのグリコ
ールエーテルアセテート;並びに（ｃ）例えば、エチレングリコールモノアセテート、エ
チレングリコールジアセテート及びジエチレングリコールジアセテートなどのグリコール
アセテートが挙げられる。
【００２０】
　共溶媒は、インク配合物中において、インク配合物の総重量を基準にして約１重量％～
約４０重量％、約５重量％～約３０重量％、約１０重量％～約２０重量％又は約５重量％
～約１５重量％の範囲で含まれることができる。共溶媒の特定の量としては、例えば、イ
ンク配合物の総重量を基準にして約１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、
１２　、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、
２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３
８、３９及び４０重量％が挙げられる。
【００２１】
着色剤
　インク配合物は、着色剤を含むことができる。好ましくは、インク配合物をハイライト
用インクとして使用する場合には、着色剤は蛍光着色剤である。着色剤は、インク配合物
中において、インク配合物の総重量を基準にして約０．１重量％～約３０重量％、約０．
５重量％～約２５重量％、約１重量％～約２０重量％及び約５重量％～約１５重量％の範
囲で含まれることができる。着色剤の特定の好適な量としては、例えば、インク配合物の
総重量を基準にして約０．１、０．５、１、５、１０、１５、２０、２５及び３０重量％
が挙げられる。
【００２２】
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　着色剤は、例えば染料であることができる。好適な染料としては、塩基性染料、酸性染
料、溶剤染料、蛍光染料及び直接染料が挙げられるが、これらに限定されない。キサンテ
ン染料、クマリン染料、ベンゾキサンテン染料、ナフタリミド染料、ベンゾチオキサンテ
ン染料及びアクリジン染料を使用することができる。特定の染料の例としては、Ｐｙｒａ
ｎｉｎｅ濃縮１０２０、ＳＰＥＣＴＲＡＭＩＮＥ（登録商標）ＴＵＲＱＵＯＩＳＥ　Ｇ　
ＬＩＱＵＩＤ（米国ニュージャージー州Ｓｐｅｃｔｒａ　Ｃｏｌｏｒｓ　Ｃｏｒｐ．）、
ＳＰＥＣＴＲＡ（登録商標）ＥＯＳＩＮＥ　ＯＪ濃縮（Ｓｐｅｃｔｒａ　Ｃｏｌｏｒｓ　
Ｃｏｒｐ．）、ＳＰＥＣＴＲＡＣＩＤ（登録商標）ＵＲＡＮＩＮＥ未処理（Ｓｐｅｃｔｒ
ａ　Ｃｏｌｏｒｓ　Ｃｏｒｐ．）、ＳＰＥＣＴＲＡ（登録商標）ＲＨＯＤＡＭＩＮＥ　Ｂ
ＩＪ未処理（Ｓｐｅｃｔｒａ　Ｃｏｌｏｒｓ　Ｃｏｒｐ．）、オーラミンＯ、ベーシック
・イエロー２、ベーシック・イエロー１１、ベーシック・イエロー１３、ベーシック・イ
エロー２１、ベーシック・イエロー２８、ベーシック・イエロー２９、ベーシック・イエ
ロー４０、アシッド・ブルー２２、アシッド・ブルー９３、アシッド・ブルー９（Ｅｍｅ
ｒａｌｄ　Ｈｉｌｔｏｎ　ＤａｖｉｓからＨＩＤＡＣＩＤ（登録商標）Ｂｌｕｅ　９とし
て入手可能）、アシッド・フクシン、アシッド・グリーン、アシッド・グリーン５、アシ
ッド・マゼンタ、アシッド・ロゼイン、アシッド・ルビン、アシッド・バイオレット１７
、アシッド・バイオレット１９、アリザロール・シアニンＲ、アルミノン、アニリン・ブ
ルーＷｓ、ベーシック・ブルー８、ベーシック・ブルー１５、ベーシック・ブルー２０、
ベーシック・ブルー２６、ベーシック・フクシン、ベーシック・グリーン４、ベーシック
・レッド９、ベーシック・レッド１４、ベーシック・レッド１５、ベーシック・レッド２
９、ベーシック・レッド４６、ベーシック・バイオレット２、ベーシック・バイオレット
３、ベーシック・バイオレット４、ベーシック・バイオレット１４、ソルベント・グリー
ン７（Ｅｍｅｒａｌｄ　Ｈｉｌｔｏｎ　ＤａｖｉｓからＨＩＤＡＣＩＤ（登録商標）ＰＹ
ＲＡＮＩＮＥとして入手可能）、クロム・バイオレットＣｇ、クロモキサン・シアニンＲ
、コットン・ブルー、クリスタル・バイオレット、ダリヤ、ダイアモンド・グリーンＢ、
エリオクロムシアニンＲ、エチル・グリーン、エチル・バイオレット、ファースト・グリ
ーンＦｃｆ、フード・グリーン３、ゲンチアナ・バイオレット、ヘルベティア・ブルー、
ホフマンバイオレット、ライト・グリーン、リサミン・グリーンＳｆ、マゼンタ０、マゼ
ンタＩ、マゼンタＩＩ、マゼンタＩＩＩ、マラカイト・グリーン、メチル・ブルー、メチ
ル・グリーン、メチル・バイオレット、メチル・バイオレット２ｂ、メチル・バイオレッ
ト１０ｂ、モルダント・ブルー３、モルダント・バイオレット３９、ニュー・フクシン、
ナイト・ブルー、パラロサニリン、プリムラ、ローザリニン、ソロクロムシアニンＲ、ビ
クトリア・ブルー４ｒ、ビクトリア・ブルーＢ、ビクトリアグリーンＢ、ウォーター・ブ
ルーＩ、フード・レッドＮｏ．４０、フード・ブルーＮｏ．１、フード・イエローＮｏ．
７など；ＦＤ＆Ｃ染料；ダイレクト・ブルー染料（Ｎｏ．１、６、８、１４、１５、２５
、７１、７６、７８、８０、８６、９０、１０６、１０８、１２３、１６３、１６５、１
９９、２２６など）；ダイレクト・レッド染料（Ｎｏ．１、２、１６、２３、２４、２８
、３９、６２、７２、２２７、２３６など）；ダイレクト・イエロー染料（Ｎｏ．４、１
１、１２、２７、２８、３３、３４、３９、５０、５８、８６、１００、１０６、１０７
、１１０、１１８、１２７、１３２、１４２、１５７など）；アントラキノン染料；モノ
アゾ染料；ジスアゾ染料；例えば、各種フタロシアニンスルホン酸塩を含めたフタロシア
ニン誘導体；アザアンヌレン；ホルマザン銅錯体；トリフェノジオキサジン；ＢＥＲＮＡ
ＣＩＤレッド２ＢＭＮ；ＰＯＮＴＡＭＩＮＥ（登録商標）染料、例えばＰＯＮＴＡＭＩＮ
Ｅ（登録商標）ブリリアント・ボンド・ブルーＡ；シバクロン・ブリリアント・レッド３
８－Ａ（すなわち、リアクティブ・レッド４）（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）；
トリマレン・ブリリアント・レッドＸ－２Ｂ（すなわち、リアクティブ・レッド５６）（
Ｐｙｌａｍ、Ｉｎｃ．）；ＬＥＶＡＦＩＸ（登録商標）ブリリアント・レッドＥ－４Ｂ（
Ｍｏｂａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ、Ｈａｌｅｄｏｎ、Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ）；ＬＥＶＡＦ
ＩＸ（登録商標）ブリリアント・レッドＥ－６ＢＡ（Ｍｏｂａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）；
ＰＲＯＣＩＯＮ（登録商標）レッドＨ８Ｂ（すなわち、リアクティブ・レッド３１）（Ｉ
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ＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａ）；ダイレクト・ブリリアント・ピンクＢ磨砕未処理（Ｃｒｏｍｐ
ｔｏｎ＆Ｋｎｏｗｌｅｓ）；ＣＡＲＴＡＳＯＬ（登録商標）イエローＧＴＦプレスケーク
（Ｓａｎｄｏｚ、Ｉｎｃ．）；ＣＡＲＴＡＳＯＬ（登録商標）イエローＧＴＦ　Ｌｉｑｕ
ｉｄ　Ｓｐｅｃｉａｌ　１１０（Ｓａｎｄｏｚ、Ｉｎｃ．）；イエロー・シェード１６９
４８（Ｔｒｉｃｏｎ）；ＢＡＳＡＣＩＤ（登録商標）ブラックＸ３４（すなわち、ＢＡＳ
Ｆ　Ｘ－３４）（ＢＡＳＦ）；カルタ・ブラック２ＧＴ（Ｓａｎｄｏｚ　Ｉｎｃ．）；Ｎ
ＥＯＺＡＰＯＮ（登録商標）レッド４９２（ＢＡＳＦ）；ＯＲＡＳＯＬ（登録商標）レッ
ドＧ（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）；ダイレクト・ブリリアント・ピンクＢ（Ｃｒｏｍｐｔｏ
ｎ－Ｋｎｏｗｌｅｓ）；ＡＩＺＥＮ　ＳＰＩＬＯＮレッドＣ－ＢＨ（Ｈｏｄｏｇａｙａ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）；ＫＡＹＡＮＯＬレッド３ＢＬ（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｋ
ａｙａｋｕ　Ｃｏｍｐａｎｙ）；ＬＥＶＡＮＯＬブリリアント・レッド３ＢＷ（Ｍｏｂａ
ｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）；ＬＥＶＡＤＥＲＭ（登録商標）レモンイエロ
ー（Ｍｏｂａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）；スピリット・ファースト・イエ
ロー３Ｇ；ＡＩＺＥＮ　ＳＰＩＬＯＮイエローＣ－ＧＮＨ（Ｈｏｄｏｇａｙａ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）；ＳＩＲＩＵＳスープラ・イエローＧＤ　１６７；カルタＳ
ＯＬ（登録商標）ブリリアント・イエロー４ＧＦ（Ｓａｎｄｏｚ　Ｉｎｃ．）；ＰＥＲＧ
ＡＳＯＬ（登録商標）イエローＣＧＰ（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）；ＯＲＡＳＯＬ（登録商
標）ブラックＲＬ（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）；ＯＲＡＳＯＬ（登録商標）ブラックＲＬＰ
（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）；ＳＡＶＩＮＹＬ（登録商標）ブラックＲＬＳ（Ｓａｎｄｏｚ
）；ＤＥＲＭＡＣＡＲＢＯＮ　２ＧＴ（Ｓａｎｄｏｚ）；ＰＹＲＡＺＯＬ（登録商標）ブ
ラックＢＧ（ＩＣＩ）；ＭＯＲＦＡＳＴ（登録商標）ブラックコンセントレートＡ（Ｍｏ
ｒｔｏｎ－Ｔｈｉｏｋｏｌ）；ＤＩＡＺＯＬブラックＲＮ　Ｑｕａｄ（ＩＣＩ）；ＯＲＡ
ＳＯＬ（登録商標）ブルーＧＮ（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）；ＳＡＶＩＮＹＬ（登録商標）
ブルーＧＬＳ（Ｓａｎｄｏｚ　Ｉｎｃ．）；ＬＵＸＯＬ（登録商標）ブルーＭＢＳＮ（Ｍ
ｏｒｔｏｎ－Ｔｈｉｏｋｏｌ）；ＳＥＶＲＯＮ（登録商標）ブルー５ＧＭＦ（ＩＣＩ）；
ＢＡＳＡＣＩＤ（登録商標）ブルー７５０（ＢＡＳＦ）；ＢＥＲＮＡＣＩＤレッド（Ｂｅ
ｒｎｃｏｌｏｒｓ、Ｐｏｕｇｈｋｅｅｐｓｉｅ、Ｎ．Ｙ．）；ＢＥＲＮＣＯＬＯＲ　Ａ．
Ｙ．３４；ＴＥＬＯＮ（登録商標）ファースト・イエロー４ＧＬ－１７５；ＢＡＳＦ（登
録商標）ＢＡＳＡＣＩＤ（登録商標）ブラックＳＥ　０２２８；リアクティブ・ブラック
染料、リアクティブ・ブルー染料、リアクティブ・レッド１８０などのリアクティブ・レ
ッド染料、リアクティブ・イエロー３７などを含めたリアクティブ・イエロー染料などの
各種反応染料；並びにそれらの混合物及びそれらの組合せが挙げられるが、これらに限定
されない。
【００２３】
　染料は、インク配合物中において、該インク配合物の総重量を基準にして約０．１重量
％～約５重量％、約０．５重量％～約４．５重量％、約１重量％～約４重量％又は約２重
量％～約３重量％の範囲で含まれることができる。該染料の具体的な量としては、インク
配合物の総重量を基準にして、例えば、約０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、１
、１．５、２、２．５、３、３．５、４、４．５及び５重量％が挙げられる。
【００２４】
　着色剤は、染料の他に顔料を含むことができる。或いは、着色剤は、染料の代わりとし
て顔料を含むことができる。本発明のインク配合物に有用な顔料は、顔料が樹脂中に分散
され、溶解され又はそうでなければ分布した顔料分散体の状態でインク配合物中に含まれ
る場合が多い。顔料分散体は、さらに界面活性剤を含むことができる。また、顔料分散体
は、例えば、水などの溶媒と樹脂及び顔料とを混合させることによって形成させることも
できる。顔料分散体樹脂は、例えば、アクリル樹脂とすることができる。
【００２５】
　一般に、本発明のインク配合物の着色剤としては、任意の顔料を使用することができる
。例えば、有機顔料、無機顔料及び顔料先駆物質を顔料分散体の着色剤として使用するこ
とができる。本発明のインク配合物に使用するための代表的な顔料としては、フタロシア
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ニン顔料、キナクリドン顔料、ベンズイミダゾロン顔料、β－ナフトール顔料、カーボン
ブラック顔料が挙げられるが、これらに限定されない。特定の顔料としては、二酸化チタ
ン、酸化亜鉛、炭酸カルシウム、鉛白（炭酸鉛）、硫酸バリウム、紺青、コバルトブルー
、群青、酸化鉄黒（酸化鉄（II、III））、ログウッド、酸化鉄茶、カドミウムレッド、
酸化鉄赤、カドミウム黄（ＣｄＳ、ＣｄＺｎＳ）、クルクマ黄、酸化鉄黄、酸化クロム緑
、マラカイト、フェロシアニド、フェリシアニド、マンガン紫（マンガンアンモニウムピ
ロホスフェート）、様々なアルミニウム塩などが挙げられるが、これらに限定されない。
また、米国特許第６，５２４，３８２号（その開示を引用によりここに含める）に記載さ
れたものを含めた顔料先駆物質をこの用途に利用することもできる。
【００２６】
　好適な市販の顔料分散体としては、ＢＬＡＺＥ　ＯＲＡＮＧＥ　ＥＣＸ　１５（Ｄａｙ
Ｇｌｏ、ＯＨ）、ＣＯＲＯＮＡ　ＭＡＧＥＮＴＡ　ＥＣＸ－２１（ＤａｙＧｌｏ）及びＬ
ＵＭＩＫＯＬ蛍光顔料分散体（Ｕｎｉｔｅｄ　Ｍｉｎｅｒａｌ＆Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
ｒｐ、ＮＪ）が挙げられるが、これらに限定されない。また、他のＤａｙＧｌｏ　ＥＣＸ
顔料分散体も顔料分散体として使用するのに好適である。
【００２７】
　顔料分散体は、インク配合物中において、インク配合物の総重量を基準にして約１重量
％～約２０重量％、約５重量％～約１５重量％及び約７重量％～約１０重量％の範囲内で
含まれることができる。特定の好適な量としては、インク配合物の総重量を基準にして、
例えば、約１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５
、１６、１７、１８、１９及び２０重量％が挙げられる。
【００２８】
　顔料分散体は、例えば、界面活性剤及び／又は分散助剤を含め、１種以上の添加剤をさ
らに含むことができる。代表的な分散助剤としては、ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ（商標）４４０
００を含めたＳＯＬＳＰＥＲＳＥ（商標）という商品名で販売される分散助剤（英国マン
チェスターのＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．）、
ＮＵＯＳＰＥＲＳＥ（登録商標）という商品名で販売される分散助剤、例えば、ＮＵＯＳ
ＰＥＲＳＥ（登録商標）ＦＡ　１９６（米国ニュージャージー州Ｅｌｅｍｅｎｔｉｓ　Ｓ
ｐｅｃｉａｌｔｙ）、ＴＥＧＯ（登録商標）という商品名で販売される分散助剤、例えば
、ＴＥＧＯ（登録商標）Ｄｉｓｐｅｒｓ　６５２（米国バージニア州Ｔｅｇｏ　Ｃｈｅｍ
ｉｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）；及びＹＥＬＫＩＮ（登録商標）ＴＳ　レシチン（Ａｒｃｈｅｒ
　Ｄａｎｉｅｌｓ　Ｍｉｄｌａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｄｅｃａｔｕｒ、Ｉｌｌ．）が挙
げられるが、これらに限定されない。
【００２９】
添加剤
　インク配合物は、１種以上の添加剤を含むことができる。これらの添加剤は、例えば、
殺生物剤、ｐＨ調整剤、耐光性付与剤及び場合によっては保湿剤を含むことができる。
【００３０】
　好適な殺生物剤としては、例えば、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０（米国コネチカット州
Ｔｈｏｒ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ，Ｉｎｃ．）及び広域スペクトル殺生物剤、例えば、
溶液又は分散液としてＰＲＯＸＥＬという商品名で販売されている１，２－ベンズイソチ
アゾリン－３－オンが挙げられる。好適な殺生物剤の例としては、ＰＲＯＸＥＬ　ＧＸＬ
、ＰＲＯＸＥＬ　ＢＤ２０及びＰＲＯＸＥＬ　ＸＬ２（米国デラウェア州ウィルミントン
Ａｖｅｃｉａ　Ｂｉｏｃｉｄｅｓ）が挙げられるが、これらに限定されない。他の好適な
殺生物剤としては、ソルビン酸カリウム、安息香酸ナトリウム及びペンタクロルフェニル
ナトリウムが挙げられるが、これらに限定されない。殺生物剤は、インク配合物中におい
て、インク配合物の総重量を基準にして約０．０１重量％～約２０重量％、約０．０５重
量％～約１５重量％、約０．０５重量％～約１０重量％、約０．１重量％～約１０重量％
、約０．５重量％～約５重量％、約１重量％～約１０重量％、約５重量％～約７重量％の
範囲の量で含まれることができる。殺生物剤の具体的な量としては、インク配合物の総重
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量を基準にして約０．０１、０．０５、０．１、０．１５、０．２、０．２５、０．３、
０．３５、０．４、０．４５、０．５、０．５５、０．６、０．６５、０．７、０．７５
、０．８、０．８５、０．９、１、５、１０、１５及び２０重量％が挙げられるが、これ
らに限定されない。
【００３１】
　好適なｐＨ調整剤としては、例えば、尿素及び例えばＵｎｉｖａｒ　ＵＳＡからＴｒｉ
ｅｔｈａｎｏｌ　Ａｍｉｎｅ　９として入手できるトリエタノールアミンが挙げられる。
ｐＨ調整剤は、インク配合物中において、インク配合物の総重量を基準にして約０．０１
重量％～約２０重量％、約０．０５重量％～約１５重量％、約０．０５重量％～約１０重
量％、約０．１重量％～約１０重量％、約０．５重量％～約５重量％、約１重量％～約１
０重量％、約５重量％～約７重量％の範囲で含まれることができる。他の好適な量として
は、インク配合物の総重量を基準にして約０．０１、０．０５、０．１，０．１５、０．
２、０．２５、０．３、０．３５、０．４、０．４５、０．５、０．５５、０．６、０．
６５、０．７、０．７５、０．８、０．８５、０．９、１、５、１０、１５及び２０重量
％が挙げられる。
【００３２】
　好適な耐光性付与剤としは、例えば、酸化防止剤、オゾン劣化防止剤、ＵＶ吸収性化合
物など、並びにそれらの混合物が挙げられる。例えば、耐光性付与剤はスクロース（例え
ば、純粋な甘蔗糖）とすることができる。好適な耐光性付与剤の具体例としては、吸収性
化合物、例えば、ＥＳＣＡＬＯＬ　１０６（Ｖａｎ　Ｄｙｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）
として入手できるグリセロールｐ－アミノベンゾエート；ＲＢＭ（Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ）として入手できるレゾルシノールモノベンゾエート；ＥＳＣＡＬＯＬ　
５０７（Ｖａｎ　Ｄｙｋ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるジメチルアミノ安
息香酸オクチル；ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ－２９０８及び４１，３２０－８（Ａｌｄｒｉｃ
ｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる３，５－ジ－ｔ－ブチル－４
－ヒドロキシ安息香酸ヘキサデシル；ＥＳＣＡＬＯＬ　１０６（Ｖａｎ　Ｄｙｋ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるサリチル酸オクチル；ＰＡＲＡＳＯＬ　ＭＣＸ（Ｇ
ｉｖａｕｄａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるメトキシ桂皮酸オクチル；
ＵＶＩＮＵＬ　６００及び４１，５８３－９（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙ）として入手できる４－アリルオキシ－２－ヒドロキシベンゾフェノン；ＡＮ
ＴＩ　ＵＶＡ（Ａｃｔｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる２－ヒドロキシ－
４－メトキシベンゾフェノン；ＵＶＩＮＵＬ　Ｄ　４９及びＤ１１，１００－７（Ａｌｄ
ｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる２，２’－ジヒドロキ
シ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン；ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ－５３１及び４１，３
１５－１（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる２－
ヒドロキシ－４－（オクチルオキシ）ベンゾフェノン；ＤＯＢＰ（Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ）として入手できる２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシベンゾフェノン
；ＴＩＮＵＶＩＮ　９００（Ｃｉｂａ　Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入
手できる２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール；ＴＯＰ
ＡＮＥＸ　１００　ＢＴ（ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入
手できる２－（２’－ヒドロキシ-３，５－ジ－（１，１－ジメチルベンジル）フェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；ＭＩＸＸＩＭ　ＢＢ／１００（Ｆａｉｒｍｏｕｎｔ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるビス（２－ヒドロキシ－５－ｔ－オクチル－３
－（ベンゾトリアゾール－２－イル））フェニルメタン；ＴＩＮＵＶＩＮ　３２７（Ｃｉ
ｂａ　Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる２－（３’，５’－ジ－
ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロルベンゾトリアゾール；ＣＹＡＳＯ
ＲＢ　ＵＶ－４１６及び４１，３２１－６（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ）として入手できるアクリル酸２－（４－ベンゾイル－３－ヒドロキシフェノキ
シ）エチル；ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ－２１２６及び４１，３２３－２（Ａｌｄｒｉｃｈ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できるポリ（アクリル酸２－（４－ベン
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ゾイル－３－ヒドロキシフェノキシ）エチル）；ＧＩＶＥＳＯＲＢ　ＵＶ－２（Ｇｉｖａ
ｕｄａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるＮ－（p-エトキシカルボニルフェ
ニル）－Ｎ’－エチル－Ｎ’－フェニルホルマジン；ＧＯＯＤ－ＲＩＴＥ　ＵＶ　３０３
４（Ｇｏｏｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）として入手できる１，１－（１，２－エタ
ンジイル）ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）；ＧＯＯＤ－ＲＩＴＥ　
ＵＶ　３１１４（Ｇｏｏｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）として入手できるトリス（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、ＩＲＧＡＳＴＡＢ
　２００２（Ｃｉｂａ　Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるニッケ
ルビス（ｏ－エチル（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ホスホネート
）；ＭＩＸＸＩＭ　ＨＡＬＳ　５７（Ｆａｉｒｍｏｕｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）と
して入手できる（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－１，２，３，４
－ブタンテトラカルボキシレート）；ＭＩＸＸＩＭ　ＨＡＬＳ　６８（Ｆａｉｒｍｏｕｎ
ｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジニル－β，β，β，β－テトラメチル－３，９－（２，４，８，１０－テトラオ
キソスピロ（５，５）ウンデカン）ジエチル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキ
シレート；ＭＩＸＸＩＭ　ＨＡＬＳ　６３（Ｆａｉｒｍｏｕｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ）として入手できる（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル－β，β
，β，β－－テトラメチル－３，９－（２，４，８，１０－テトラオキソスピロ（５，５
）ウンデカン）ジエチル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート；ＣＹＡＳ
ＲＯＢ　ＵＶ－３５８１及び４１，３１７－８（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃ
ｏｍｐａｎｙ）として入手できる２－ドデシル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジニル）スクシンイミド；ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ－３６０４及び４１，３１８
６（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる２－ドデシ
ル－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）スクシンイミド；Ｃ
ＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ－３６６８及び４１，３１９－４（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できるＮ－（１－アセチル－２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジニル）－２－ドデシルスクシンイミド；ＡＥＲＯＳＯＬ　２２Ｎ（Ａ
ｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるテトラ
ナトリウムＮ－（１，２－ジカルボキシエチル）－Ｎ－オクタデシルスルホスクシナメー
ト；ＵＶ－ＣＨＥＫ　ＡＭ－１０５（Ｆｅｒｒｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手
できるジブチルジチオカルバミン酸ニッケル；ＴＩＮＵＶＩＮ　６２２ＬＤ（Ｃｉｂａ－
Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるポリ（４－ヒドロキシ－２，２
，６，６－テトラメチル－１－ピペリジンエタノール／ジメチルコハク酸）；ＧＯＯＤ－
ＲＩＴＥ　３１２５（Ｇｏｏｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）として入手できるポリ（
３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸エステル）／１，３，５－トリス
（２－ヒドロキシエチル）－５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－トリオ
ン；ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ－３３４６及び４１，３２４０（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できるポリ（Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジニル）－１，６－ヘキサンジアミン－コ－２，４－ジクロル－６
－モルホリノ－１，３，５－トリアジン）；４１，０２６－８（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる１－（Ｎ－（ポリ（３－アリルオキシ－
２－ヒドロキシプロピル）－２－アミノエチル）－２－イミダゾリジノン；３７，２８４
－６、３７，２８５－４、３７，３９７－４（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙ）として入手できるポリ（２－エチル－２－オキサゾリン）など、並びにそれ
らの混合物が挙げられる。
【００３３】
　好適な酸化防止剤の例としては、ＣＹＡＮＯＸ　ＬＴＤＰ及びＤ１２，８４０－６（Ａ
ｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる３，３’－チオジ
プロピオン酸ジドデシル；ＣＹＡＮＯＸ　７１１及び４１，３１１－９（Ａｌｄｒｉｃｈ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる３，３’－チオジプロピオン酸
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ジトリデシル；ＣＹＡＮＯＸ　ＭＴＤＰ及び４１，３１２－７（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる３，３’－チオジプロピオン酸ジテトラ
デシル；ＥＶＡＮＳＴＡＢ　１６（Ｅｖａｎｓ　Ｃｈｅｍｅｔｉｃｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ）として入手できる３，３’－チオジプロピオン酸ジセチル；ＣＹＡＮＯＸ　ＳＴ
ＤＰ及び４１，３１０－０（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）とし
て入手できるジオクタデシル３，３’－チオジプロピオン酸；ＩＲＧＡＮＯＸ　２４５（
Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるトリエチレングリコ
ールビス（３－（３’－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）プロピ
オネート）；ＵＬＴＲＡＮＯＸ　２７６（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙ）として入手できる３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオン酸オクタデシル；ＩＲＧＡＮＯＸ　２５９（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎ）として入手できる１，６－ヘキサメチレンビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル
－４－ヒドロキシヒドロシンナメート）；ＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉ
ｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるテトラキス（メチレン（３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート））；ＩＲＧＡＮＯＸ　１０３５（Ｃｉ
ｂａ－Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるチオジエチレンビス（3,
5－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ）ヒドロシンナメート；ＩＲＧＡＮＯＸ　１０７６
（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる３，５－ジ－ｔ－
ブチル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸オクタデシル；ＩＲＧＡＮＯＸ　１０９８（Ｃｉｂ
ａ－Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるＮ，Ｎ’－ヘキサメチレン
ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナミド）；ＴＯＰＡＮＯＬ　
２０５（ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる２，２－
ビス（４－（２－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナモイルオキシ
））エトキシ フェニル）プロパン；ＳＵＣＮＯＸ－１８（Ｈｅｘｃｅｌ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎ）として入手できるＮ－ステアロイル－ｐ－アミノフェノール；ＵＬＴＲＡＮ
ＯＸ　２２６（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる
２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール；ＶＵＬＫＡＮＯＸ　ＫＢ（Ｍｏｂａｙ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）として入手できる２，６－ジ－ｔ－ブチル－ｐ－クレゾール；Ｅ
ＴＨＡＮＯＸ　７０３（エチル　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる２，６－ジ
－ｔ－ブチル－α－ジメチルアミノ－ｐ－クレゾール；ＶＵＬＫＡＮＯＸ　ＮＫＦ（Ｍｏ
ｂａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）として入手できる２，２’－イソブチリデンビス（４，６
－ジメチルフェノール）；ＣＹＡＮＯＸ　２２４６及び４１，３１５－５（Ａｌｄｒｉｃ
ｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる２，２’－メチレンビス（６
－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール）；ＣＹＡＮＯＸ　４２５及び４１，３１４－３（
Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる２，２’－メチ
レンビス（６－ｔ－ブチル－４－エチルフェノール）；ＣＹＡＮＯＸ　１７９０及び４１
，３２２－４　ＬＴＤＰ並びにＤ１２，８４０－６（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できるトリス（４－ｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６
－ジメチルベンジル）イソシアヌレート；ＥＴＨＡＮＯＸ　３００及び４１，３２８－３
（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）として入手できる１，３，５－
トリメチル－２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）
ベンゼン；ＬＡＮＫＲＯＭＡＲＫ　ＬＥ６５（Ｈａｒｃｒｏｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
）として入手できる亜リン酸トリフェニル；ＬＡＮＫＲＯＭＡＲＫ　ＬＥ　１０９（Ｈａ
ｒｃｒｏｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる亜リン酸トリス（ノニルフェニ
ル）；ＷＹＴＯＸ　２４０（Ｏｌｉｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる亜リ
ン酸トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチル－フェニル）；ＥＴＨＡＮＯＸ　３９８（エチル　
Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－ｔ
－ブチルフェニル）フルオロホスホナイト；ＡＮＣＨＯＲ　ＯＤＰＡ（Ａｎｃｈｏｒ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるオクチル化ジフェニルアミン；ＡＮＣＨＯＲ　
ＤＮＰＤ（Ａｎｃｈｏｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるＮ，Ｎ’－β，β
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－ナフタリン－ｐ－フェニレンジアミン；ＶＡＮＬＵＢＥ　７７２３（Ｖａｎｄｅｒｂｉ
ｌｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる４，４’－メチレンビス（ジブチルジ
チオカルバメート）；ＶＡＮＬＵＢＥ　７３（Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ）として入手できるジアルキルジチオカルバミン酸アンチモン、ＶＡＮＬＵＢＥ　
６２２（Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるアンチモン
ジアルキルホスホロジチオエート；ＶＡＮＬＵＢＥ　６２２（Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるモリブデンオキシスルフィドジチオカルバメー
ト；ＶＵＬＫＡＮＯＸ　ＨＳ（Ｍｏｂａｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる
２，２，４－トリメチル－１，２－ヒドロキノリンなど、並びにそれらの混合物が挙げら
れる。
【００３４】
　好適なオゾン劣化防止剤の例としては、ＳＡＮＴＯＦＬＥＸ　ＩＰ（Ｍｏｎｓａｎｔｏ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）として入手できるＮ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－フェニレ
ンジアミン、ＳＡＮＴＯＦＬＥＸ　１３（Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）とし
て入手できるＮ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－フェニレンジアミン；
ＡＮＴＯＺＩＴＥ－１（Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手で
きるＮ，Ｎ’－ジ（２－オクチル）－ｐ－フェニレンジアミン、ＳＡＮＴＯＦＬＥＸ　７
７（Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）として入手できるＮ，Ｎ’－ビス（１，４
－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン；ＤＵＲＡＺＯＮＥ　３７（Ｕｎｉｒｏ
ｙａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できる２，４，６－トリス（Ｎ－１，４－
ジメチルペンチル－ｐ－フェニレンジアミノ）－１，３，５－トリアジン；ＳＡＮＴＯＦ
ＬＥＸ　ＡＷ（Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）として入手できる６－エトキシ
－１，２－ジヒドロ－２，２，４－トリメチルキノリン；ＶＵＬＫＡＺＯＮ　ＡＦＳ／Ｌ
Ｇ（Ｍｏｂａｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）として入手できるビス（１，２，３，６－テ
トラヒドロベンズアルデヒド）ペンタエリトリットアセタール；ＰＥＴＲＯＬＩＴＥ　Ｃ
－７００　及びＰＥＴＲＯＬＩＴＥ　Ｃ－１０３５（Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎ）として入手できるパラフィンワックスなど、並びにそれらの混合物が挙げら
れる。
【００３５】
　耐光性付与剤は、インク配合物中において、インク配合物の総重量を基準にして約１重
量％～約４０重量％、約５重量％～約３０重量％及び約１０重量％～約２０重量％の範囲
で含まれることができる。耐光性付与剤の具体的な量としては、インク配合物の総重量を
基準にして約１、５、１０、１５、２０、２５、３０、３５及び４０重量％が挙げられる
が、これらに限定されない。
【００３６】
筆記具
　ハイライト用インク配合物を供給するのに好適な筆記具としては、例えば、ボールペン
及び多孔質チップペンなどのペン並びにマーカー、例えば、毛管作用マーカー、弁作動マ
ーカーなどが挙げられるが、これらに限定されない。上記のそれぞれにおいて、筆記具は
、一般に、インク配合物を含有する容器と、該容器と接続しかつ流体連通する筆記点又は
ペン先とを備える。該容器は、一般に、本発明のインク配合物に対して不活性でなければ
ならない。好適な容器の例は、Ｆｉｌｔｒｏｎａ　Ｃｏｍｐａｎｙ（米国バージニア州Ｃ
ｏｌｏｎｉａｌ　Ｈｅｉｇｈｔ）製のメルトブローン繊維質容器である。該容器は、その
寸法が所定のインク配合物の量を貯蔵しかつ該容器を所望のマーカー本体又は他の筆記具
ハウジングに収まるのに十分である限りにおいて、任意の寸法とすることができる。本発
明のマーカーに使用するための容器は、好ましくは、約０．１０グラム／平方センチメー
トル（ｇ／ｃｃ）～約０．５０ｇ／ｃｃの容器の繊維密度を有する。容器繊維は、例えば
、ポリエステル、ナイロン、ポリプロピレン及びそれらの混合物などの熱可塑性重合体か
ら製造できる。容器の内部にある繊維は、直線的に配向され又は絡んでいてよい。攻撃的
な溶媒に対するインク容器の完全性を保持するために、この容器をポリプロピレンやナイ
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ロンのシートで覆うことができる。
【００３７】
　筆記点又はペン先は、容器内に含まれるインク配合物の連続的な供給を可能にしなけれ
ばならない。ペン先の繊維は、該組成物の様々な溶媒系と相溶性がなければならない。代
表的なペン先は、Ｔｅｉｂｏｗ（ＧＷ４０２）が供給するポリエステル／ウレタンペン先
である。好適なペン先繊維は、例えば、ポリエステル、ポリプロピレン、ナイロン及びそ
れらの混合物といった熱可塑性重合体から製造できる。ペン先繊維は、典型的には、イン
ク配合物に不溶の溶媒系であるべき第２樹脂により結合している。代表的な第２樹脂とし
ては、ポリアセタール及びメラミンが挙げられる。
【００３８】
　例えば、筆記具は、毛管作用マーカーとすることができ、これは、多孔質のペン先に連
結しかつ流体連通した、インク配合物を保存するための容器を備える。毛管作用マーカー
は、多孔質のペン先に対して毛管結合関連で結合した、インク配合物を保存するための多
孔質容器を備える。毛管作用マーカーと弁作動マーカーの両方が知られている。好適な毛
管作用マーカーが、例えば、米国特許第７，３６４，６１４号に記載されている。その全
体的な開示を引用によりここに含める。
【００３９】
粘度
　約２５℃でのインク配合物の粘度は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度計により測定されると
きに、約１センチポイズ（ｃＰ）～４０ｃＰ、例えば、約２ｃＰ～約１０ｃＰ、約３ｃＰ
～約１５ｃＰ、約１ｃＰ～約４０ｃＰ、約５ｃＰ～１０ｃＰ、約３ｃＰ～約４ｃＰ、約４
ｃＰ～約５ｃＰ、及び約５ｃＰ～約６ｃＰであることができる。具体的なＢｒｏｏｋｆｉ
ｅｌｄ粘度としては、例えば、約２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、
１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９及び２０ｃＰが挙げられる。しかしながら、
上記範囲は、筆記具の性質、例えば、ペン先の多孔度及び／又はインク容器の繊維密度（
使用する場合）に応じてさらに高く又は低く変動できる。
【００４０】
ｐＨ
　インク配合物のｐＨは、一般に、約７～約１１、約８～約１０、約７～１０、約７．５
～約１０．５及び約７．５～約８．５の範囲にある。例えば、インク配合物は約７、７．
５、８、８．５、９、９．５、１０、１０．５又は１１のｐＨを有することができる。
【００４１】
表面張力
　インク配合物は、約２５ｍＮ／Ｍ～約７０ｍＮ／Ｍ、約３０ｍＮ／Ｍ～約６５ｍＮ／Ｍ
、約３５ｍＮ／Ｍ～約６０ｍＮ／Ｍ、約４０ｍＮ／Ｍ～約５０ｍＮ／Ｍ、約５５ｍＮ／Ｍ
～約７０ｍＮ／Ｍ、約５０ｍＮ／Ｍ～約６０ｍＮ／Ｍ及び約２５ｍＮ／Ｍ～約４０ｍＮ／
Ｍの範囲の表面張力を有することができる。例えば、インク配合物は、約２５、３０、３
５、４０、４５、５０、５５、６０、６５又は７０ｍＮ／Ｍの表面張力を有することがで
きる。
【００４２】
伝導度
　インク配合物は、約１０ｍｓ～約４０ｍｓ、約１５ｍｓ～約３５ｍｓ及び約２０ｍｓ～
約３０ｍｓの範囲の伝導度を有することができる。例えば、インク配合物は、約１０、１
５、２０、２５、３０、３５又は４０ｍｓの伝導度を有することができる。
【００４３】
比重
　インク配合物は、約１～約２、約１．１～約１．８、約１．１～約１．１５、約１．１
５～約１．３及び約１．２～約１．５の比重を有することができる。例えば、インク配合
物は、約１、１．１、１．１５、１．２、１．２５、１．３、１．３５、１．４、１．４
５、１．５、１．５５、１．６、１．６５、１．７、１．７５、１．８、１．８５、１．
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９、１．９５又は２の比重を有することができる。
【実施例】
【００４４】
例１
　黄色インクを、容器内で脱イオン水と塩化リチウムとを約15分間混合させることにより
調製した。続いて、この混合物に酢酸ナトリウムをゆっくりと添加し、そして混合をさら
に約１５分間続行した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、この混
合物をさらに約１～１０分間にわたって撹拌した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－
２０及びトリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行
した。最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料を容器に添加し、そしてこの混合物を
さらに約３０分間混合させた。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　このインクは、２５℃で約４～約５．２ｃＰの範囲のＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約７
．５～約１０．５の範囲のｐＨ、約５５～約７０ｍＮ／Ｍの範囲の表面張力及び約１．１
５～約１．２の範囲の比重を有していた。
【００４７】
例２
　緑色インクを、容器内で脱イオン水と酢酸ナトリウムとを約１５分間にわたり混合させ
ることによって調製した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合
をさらに約１～１０分間にわたり続行した。プロピレングリコール、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　
Ｂ－２０及びトリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間
続行した。最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０及びＳＰＥＣＴＲＡＭＩＮＥ　ＴＵＲ
ＱＵＯＩＳＥ　Ｇ　ＬＩＱＵＩＤをこの混合物に添加し、そして混合をさらに３０分間に
わたり続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
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【００４８】
【表２】

【００４９】
　このインクは、２５℃で約５～約６ｃＰの範囲のＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約７．５
～約１０．５の範囲のｐＨ、約５０～約６０ｍＮ／Ｍの範囲の表面張力及び約１．１５～
約１．２の範囲の比重。
【００５０】
例３
　青色インクを、容器内で脱イオン水と塩化リチウムとを約１５分間混合させることによ
り調製した。純粋な甘蔗糖粉末をこの混合物に添加し、混合をさらに約１～１０分間にわ
たり続行した。プロピレングリコール及びＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０をこの混合物に添
加し、そして混合をさらに約５分間続行した。最後に、ＨＩＤＡＣＩＤ（登録商標）ＦＴ
Ｍ・ブルー９をこの混合物に添加し、さらに約３０分間にわたって混合し続けた。これら
の成分を以下に示す量で使用した。
【００５１】
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【表３】

【００５２】
　このインクは、２５℃で約３～約４ｃＰの範囲のＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約７～約
８．５の範囲のｐＨ、約４５～約６０ｍＮ／Ｍの範囲の表面張力及び約１．１～約１．１
５の範囲の比重を有していた。
【００５３】
例４
　橙色インクを、容器内で脱イオン水と酢酸ナトリウムとを約１５分間にわたり混合させ
ることによって調製した。純粋な甘蔗糖粉末をこの混合物に添加し、混合をさらに約１～
１０分間にわたり続行した。プロピレングリコール及びＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０をこ
の混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。ＳＰＥＣＴＲＡ　ＥＯＳＩＮ
Ｅ　ＯＪ濃縮及びＳＰＥＣＴＲＡＣＩＤＥ　ＵＲＡＮＩＮＥ未処理をこの混合物に添加し
、そして混合をさらに３０分間にわたり続行した。その後、ＢＬＡＺＥ　ＯＲＡＮＧＥ　
ＥＣＸ　１５（ＤａｙＧｌｏ）顔料分散体をこの混合物に添加し、そして混合を約１５分
間続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００５４】



(20) JP 2013-543024 A 2013.11.28

10

20

30

40

【表４】

【００５５】
　このインクは、２５℃で約４～約５ｃＰの範囲のＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約７～約
８．５の範囲のｐＨ、約２５～約４０ｍＮ／Ｍの範囲の表面張力及び約１．１～約１．１
５の範囲の比重を有していた。
【００５６】
例５
　橙色インクを、容器内で脱イオン水と酢酸ナトリウムとを約１５分間にわたり混合させ
ることによって調製した。純粋な甘蔗糖粉末をこの混合物に添加し、混合をさらに約１～
１０分間にわたり続行した。プロピレングリコール及びＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０をこ
の混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。ＳＰＥＣＴＲＡ　ＥＯＳＩＮ
Ｅ　ＯＪ濃縮及びＳＰＥＣＴＲＡＣＩＤＥ　ＲＨＯＤＡＭＩＮＥ　ＢＩＪ未処理をこの混
合物に添加し、そしてさらに約３０分間混合させた。ＢＬＡＺＥ　ＯＲＡＮＧＥ　ＥＸＣ
　１５（ＤａｙＧｌｏ）顔料分散体をその後この混合物に添加し、そして混合を約１５分
間続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００５７】
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【表５】

【００５８】
　このインクは、２５℃で約４．２ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約７～約８．５の
範囲のｐＨ、約４０～約５０ｍＮ／Ｍの範囲の表面張力及び約１．１～約１．１５の範囲
の比重を有していた。
【００５９】
例６
　橙色インクを、容器内で脱イオン水と酢酸ナトリウムとを約１５分間にわたり混合させ
ることによって調製した。純粋な甘蔗糖粉末をこの混合物に添加し、混合をさらに約１～
１０分間にわたり続行した。プロピレングリコール及びＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０をこ
の混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。ＳＰＥＣＴＲＡ　ＥＯＳＩＮ
Ｅ　ＯＪ濃縮をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分間にわたり続行した。ＣＯＲＯ
ＮＡ　ＭＡＧＥＮＴＡ　ＥＣＸ－２１（ＤａｙＧｌｏ）顔料分散体をその後この混合物に
添加し、そして混合をさらに１５分間続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した
。
【００６０】
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【表６】

【００６１】
　このインクは、約３～約４ｃＰの範囲のＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約７～約８．５の
範囲のｐＨ、約２４～約４０ｍＮ／Ｍの範囲の表面張力及び約１．１～約１．１５の範囲
の比重を有していた。
【００６２】
例７
　黄色インク（ここではＡ２９ともいう）を、容器内で脱イオン水と塩化リチウムとを約
１５分間混合させることにより調製した。純粋な甘蔗糖粉末をこの混合物に添加し、混合
をさらに約１～１０分間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及
びトリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。
最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分
間にわたり続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００６３】
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【表７】

【００６４】
　このインクは、約１１．７ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約８．３のｐＨ及び約４
３．３７ｍＮ／Ｍの表面張力を有していた。
【００６５】
例８
　黄色インクを、容器内で脱イオン水と塩化リチウムとを約１５分間混合させることによ
り調製した。酢酸ナトリウムをこの混合物に添加し、混合をさらに１５分間にわたり続行
した。純粋な甘蔗糖粉末をこの混合物に添加し、混合をさらに約１～１０分間続行した。
グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及びトリエタノールアミンをこの混合物に添加
し、そして混合をさらに約５分間続行した。最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料
をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分間にわたり続行した。これらの成分を以下に
示す量で使用した。
【００６６】
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【表８】

【００６７】
　このインクは、約６．３ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約８．８５のｐＨ、約３４
．２３ｍＮ／Ｍの表面張力及び約３４．４ｍｓの伝導度を有していた。
【００６８】
例９
　黄色インクを、容器内において脱イオン水と塩化マグネシウム六水和物とを約１５分間
混合させることにより調製した。酢酸ナトリウムをこの混合物に添加し、混合をさらに１
５分間にわたり続行した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合
をさらに約１～１０分間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及
びトリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。
最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに約３０
分間続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００６９】
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【表９】

【００７０】
　このインクは、約６．６１ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約９．０１のｐＨ、約３
６．４７ｍＮ／Ｍの表面張力及び約２４．６ｍｓの伝導度を有していた。
【００７１】
例１０
　黄色インクを、容器内において脱イオン水と塩化マグネシウム六水和物とを約１５分間
混合させることにより調製した。酢酸カリウムをこの混合物に添加し、混合をさらに１５
分間にわたり続行した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合を
さらに約１～１０分間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及び
トリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。最
後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分間
にわたり続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００７２】
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【表１０】

【００７３】
　このインクは、約５．２８ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約９．２のｐＨ、約４２
．３５ｍＮ／Ｍの表面張力及び約３０．５ｍｓの伝導度を有していた。
【００７４】
例１１
　黄色インクを、容器内で脱イオン水と酢酸ナトリウムとを約１５分間にわたり混合させ
ることによって調製した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合
をさらに約１～１０分間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及
びトリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。
最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分
間にわたり続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００７５】
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【表１１】

【００７６】
　このインクは、約８．１６ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約８．８３のｐＨ、約５
３．３１ｍＮ／Ｍの表面張力及び約１３．６ｍｓの伝導度を有していた。
【００７７】
例１２
　黄色インクを、容器内において脱イオン水と酢酸カリウムとを約１５分間混合させるこ
とにより調製した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合をさら
に約１～１０分間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及びトリ
エタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。最後に
、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分間にわ
たり続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００７８】
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【表１２】

【００７９】
　このインクは、約６．１６ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約９．０１のｐＨ、約５
２．４６ｍＮ／Ｍの表面張力及び約１８．３ｍｓの伝導度を有していた。
【００８０】
例１３
　黄色インクを、容器内において脱イオン水と塩化ナトリウムとを約１５分間混合させる
ことにより調製した。酢酸ナトリウムをこの混合物に添加し、混合をさらに１５分間にわ
たり続行した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合をさらに約
１～１０分間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及びトリエタ
ノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。最後に、Ｐ
ｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分間にわたり
続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００８１】
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【表１３】

【００８２】
　このインクは、約７．９８ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度、約８．８３のｐＨ、約５
２．３８ｍＮ／Ｍの表面張力及び約３３．５ｍｓの伝導度を有していた。
【００８３】
例１４
　黄色インクを、容器内で脱イオン水と酢酸ナトリウムとを約１５分間にわたり混合させ
ることによって調製した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合
をさらに約１～１０分間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及
びトリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。
最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分
間にわたり続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００８４】
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【表１４】

【００８５】
　インクは、約６．０６ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度を有していた。
【００８６】
例１５
　黄色インクを、容器内で脱イオン水と塩化リチウムとを約１５分間混合させることによ
り調製した。酢酸カリウムをこの混合物に添加し、混合をさらに１５分間にわたり続行し
た。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合をさらに約１～１０分
間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及びトリエタノールアミ
ンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。最後に、Ｐｙｒａｎｉ
ｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分間にわたり続行した。
これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００８７】
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【表１５】

【００８８】
　このインクは、約５．４９ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度を有していた。
【００８９】
例１６
　黄色インクを、容器内において脱イオン水と塩化ナトリウムとを約１５分間混合させる
ことにより調製した。酢酸ナトリウムをこの混合物に添加し、混合をさらに１５分間にわ
たり続行した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合をさらに約
１～１０分間にわたり続行した。グリセリン、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及びトリエタ
ノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。最後に、Ｐ
ｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分間にわたり
続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００９０】
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【表１６】

【００９１】
　このインクは、約５．７３ｃＰのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度及び３７．８の表面張力を
有していた。
【００９２】
例１７
　黄色インクを、容器内で脱イオン水と塩化リチウムとを約１５分間混合させることによ
り調製した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合をさらに約１
～１０分間にわたり続行した。プロピレングリコール、ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ　４４０００
、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及びトリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして
混合をさらに約５分間続行した。最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料をこの混合
物に添加し、混合をさらに約３０分間続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した
。
【００９３】
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【表１７】

【００９４】
例１８
　緑色インクを、容器内において脱イオン水と塩化ナトリウムとを約１５分間混合させる
ことにより調製した。酢酸ナトリウムをこの混合物に添加し、混合をさらに１５分間にわ
たり続行した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合をさらに約
１～１０分間にわたり続行した。プロピレングリコール、ＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０及
びトリエタノールアミンをこの混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。
最後に、Ｐｙｒａｎｉｎｅ濃縮１０２０染料及びＰＯＮＴＡＭＩＮＥ　ＦＡＳＴ　ＴＵＲ
ＱＵＯＩＳＥ　８ＧＬ　Ｌｉｑｕｉｄ染料をこの混合物に添加し、そして混合をさらに３
０分間にわたり続行した。これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００９５】
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【表１８】

【００９６】
例１９
　青色インクを、容器内で脱イオン水と塩化リチウムとを約１５分間混合させることによ
り調製した。純粋な甘蔗糖粉末（スクロース）をこの混合物に添加し、混合をさらに約１
～１０分間にわたり続行した。プロピレングリコール及びＡＣＴＩＣＩＤＥ　Ｂ－２０を
この混合物に添加し、そして混合をさらに約５分間続行した。最後に、ＨＩＤＡＣＩＤ　
ＦＴＭ・ブルー９染料をこの混合物に添加し、混合をさらに３０分間にわたり続行した。
これらの成分を以下に示す量で使用した。
【００９７】
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【表１９】

【００９８】
例２０:スメア耐性試験
　図１Ａ～１Ｃを参照すると、予め塗布されたインクマーキングを例７のインク配合物（
図中Ａ２９で示す）を使用してハイライトしたことによるスメアの結果の比較は、市販の
黄色ハイライターインクによるハイライトのスメア結果に匹敵した。特に、例７のインク
配合物は、Ａｖｅｒｙ　ＨＩ－ＬＩＴＥＲ（登録商標）マーカー、Ｓｔａｂｉｌｏ　Ｂｏ
ｓｓ（登録商標）高級マーカー及びＳｔａｂｉｌｏ　Ｂｏｓｓ（登録商標）インクジェッ
トジェネレーションマーカーで得られたインクに匹敵した。また、以下に示す配合の市販
のハイライト用インク配合物ＨＬ５０３０との比較も行った。
【００９９】
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【表２０】

【０１００】
　基準紙上におけるインクマーキングのスメア化の範囲を、まずインクマーキング上にス
メアトレースを生じさせることにより測定した。図１Ａを参照すると、インクマーキング
が直線の形態であることができるのに対し、スメアトレースは波線又はジグザグ線の形態
であることができる。スメアトレースは、このトレースの少なくとも一方の縁がインクマ
ーキングに対して平行になるようにトリミングできる。インクマーキング及びスメアトレ
ースは、例えば、Ａｎｊａ　Ｗ１０Ｂ　Ｗｒｉｔｅ　Ｔｅｓｔ　Ｍａｃｈｉｎｅなどの筆
記試験機を使用して形成できる。好ましくは、この筆記試験機は、少なくとも１００ｃｍ
の直線を描くことのできる能力、少なくとも１００ｃｍの波線／ジグザグ線を描くことの
できる能力、インクマーキング線とスメアトレース線との５分の中断、及び点荷重を制御
することのできる能力を有する。
【０１０１】
　その後、スメア画像を、例えば、フラットベッドディジタルスキャナー、例えばＥｐｓ
ｏｎ　Ｐｅｒｆｅｃｔｉｏｎ　Ｖ７００　Ｐｈｏｔｏ及びＥｐｓｏｎ　Ｐｅｒｆｅｃｔｉ
ｏｎＶ７５０　Ｐｈｏｔｏ又は同様のスキャナーを使用してデジタル化する。必要なら、
最初に、このスキャナーバルブを、少なくとも２分間、好ましくは５分間にわたってブラ
ンク背景をスキャンすることによりウォームアップできる。その後、スメア画像をさらな
る処理及び分析のためにコンピュータにスキャンする。
【０１０２】
　図１Ｂを参照すると、インクスメアは、例えば、Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ　ＣＳ３及びスメ
ア抽出ソフトウェアなどのコンピュータプログラムを使用して、デジタル化された画像か
ら電子的に分離できる。スメア分析の前に、抽出されたスメアの追加処理を実行すること
ができる。例えば、この抽出スメア画像を、例えば２４１の閾値を使用して黒及び白の画
像に変換できる。変換画像の白色のピクセルは、その値が閾値範囲内にある画像のピクセ
ルを表すのに対し、黒色のピクセルは、閾値範囲外にある画像のピクセルを表す。さらに
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、筆記具又は筆記装置がスメアを生じる場合に移動方向とは反対の方向を有するスメアの
小さい部分を除去することができる。これは、例えば、抽出したスメア画像をスメアトレ
ース下で整列させ、そしてハイライターの移動方向とは反対に移動する抽出スメア画像の
部分を、例えば、Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ　ＣＳ３の消去ツールなどのコンピュータプログラ
ムの消去ツールを使用して除去することによって行うことができる。
【０１０３】
　図１Ｃを参照すると、続いてインクスメアを分析して、例えば、スメアの面積を決定す
ることができる。分析は、例えば、スメアを分析し測定するように設計されたコンピュー
タプログラムを使用して行うことができる。例えば、画像分析ソフトウェアＰＡＸ－ｉｔ
（商標）（米国イリノイ州ＭＩＳ）を使用してスメアを分析することができる。
【０１０４】
　次の表は、図１Ａ～１Ｃに示すスメア面積の数値を与える。この表及び図１Ａ～１Ｃに
示されるように、例７のインク配合物は、市販のインク配合物と比較して優位に低いスメ
アを有していた。市販のインク配合物の平均スメア２．６ｍｍ2であった。
【０１０５】
【表２１】

【０１０６】
例２１：キャップオフ時間
　インク配合物のキャップオフ時間に及ぼすスメア防止剤の塩化リチウムの量の影響を塩
化リチウムの量を変更し、そしてキャップオフ時間を測定することによって試験した。キ
ャップオフ時間を、まず、試験されるインク配合物を含有する筆記具及び基材を、キャッ
プオフ試験を実施する部屋で状態調整することによって測定した。例えば、キャップを有
する筆記具及び基材を約４時間にわたってこの部屋に置くことができる。この筆記具は新
しい未使用の筆記具でなければならない。次に、正弦波パターンの最初のマーキングを、
試験されるインク配合物を含有する筆記具のそれぞれを該筆記具が適切に筆記するように
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具のキャップを全てとり、タイマーを開始させる。キャップオフについての試験は、任意
の好適な時間間隔を使用して実施できる。各時間間隔で正弦波パターンのマーキングを筆
記具のそれぞれを使用して基材上に書く。その後、これらのマーキングを最初のマーキン
グと比較し、そして分析して切れ目のない連続的な線が生じたかどうかを決定する。この
ような線が生じた場合には、筆記具を次の時間間隔で再度基材上に正弦波パターンをマー
キングし、このマーキングと最初のマーキングとを比較し、そして該マーキングを分析し
て切れ目のない連続線が生じたかどうかを決定する。筆記具により生じた線が最初のマー
キングと比較して非連続的又はとぎれた状態になったら、この試験を終了することができ
る。筆記具のキャップオフ時間は、筆記具が切れ目のない連続性を生じさせることのでき
た最後の試験時間間隔である。
【０１０７】
　１０種の黄色インク配合物を、上記キャップオフ試験法配合物２１Ａ～２１Ｊを使用し
て試験した。以下の表に与えたデータから、塩化リチウム含有量を１０重量％超、例えば
～約１５重量％に増加させることによって、キャップオフ時間の劇的な延長が達成できる
ことを確認できる。グリセリンは、典型的には、キャップオフ時間を延長させることが予
想される。しかしながら、このデータは、１５重量％を超える塩化リチウムを有する配合
物で達成されたキャップオフ時間の延長は、該配合物中に含まれるグリセリンの量に起因
するものではないことを実証している。
【０１０８】
【表２２－１】

【０１０９】
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【表２２－２】

【０１１０】
　上記事項は、本発明のインク配合物の多数の実施形態を詳細に説明するものであるが、
この詳細な説明は、単なる例示であると解釈すべきであって、本発明の可能な実施形態を
全て説明するものではない。したがって、添付した請求の範囲に見られるような限定のみ
を本発明とすべきである。
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